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2015 年度 東地区部会 館長会 

日時：2015年 6月 13日（土） 

会場：東北学院大学 土樋キャンパス 8号館 3階 第 3・4会議室 

 

テーマ「図書館における防災と危機管理」 ······································· 61 
 

 

2015年度 東地区部会 研究講演会 

日時：2015年 6月 13日（土） 

会場：東北学院大学 土樋キャンパス 8号館 5階 押川記念ホール 
 

講演：「ラーニングコモンズをめぐる学習環境デザイン」 ·························· 69 
 東北大学附属図書館・事務部長  米澤 誠 
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日時：2015年 12月 11日（金） 

会場：明治大学 和泉キャンパス 和泉図書館 和泉図書館ホール 

 

研究発表 1 「NDCをもっとよくするために」 ···································· 78 
 分類研究分科会  藤倉 恵一（文教大学） 

 

研究発表 2 「他大学協働型のスキル継承のあり方 

  ～西洋古版本を扱うための知識をより多くの図書館員に知ってもらうということ～」 

                      ··································· 84 
 西洋古版本研究分科会  ティムソン ジョウナス 

 （早稲田大学） 

 

研究発表 3「古典籍目録作成の情報源 ― 書名・巻数の処理 ―」 ·················· 89 
          和漢古典籍研究分科会 

 松下 賢（駒澤大学）   高島 みなみ（成城大学） 

 堀 はな恵（鶴見大学）  田中 麻巳 （立正大学） 

 

研究発表 4「大学図書館員のつくるフリーペーパーの発行 

        ～これからのパブリック・サービスを求めて～」 

                     ····································· 95 



 
       パブリック・サービス研究分科会 

 太田 潤（明星大学）    佐藤 威洋   （獨協大学） 

 長谷川 千枝（中央大学）  古庄 もも （国立音楽大学） 

 山之内 義治（芝浦工業大学）山本 美智恵（日本体育大学） 

 

研究発表 5「大学図書館のＳＮＳ活用の調査（ＳＮＳによる広報の現在と未来）」 

                     ···································· 102 
          企画広報研究分科会 

 曽野 正士（明治大学）   飯泉 慎也（専修大学） 

 加藤 庸介（文化学園大学） 藤岡 梨紗（立教大学） 

 

研究発表 6「レファレンス技術論 ―今必要な技術って何？―」 ··················· 109 
          レファレンス研究分科会 

 鈴木 学（日本女子大学）  伊藤 史織（大正大学） 

           長谷川 敦史（早稲田大学） 

 

 

 

2015 年度 西地区部会 研究会 

日時：2015年 9月 11日（金） 

会場：椙山女学園大学 文化情報学部メディア棟 

 

メインテーマ「学習環境としての図書館に必要な学修支援とは何か？」 

 

基調講演「場所としての図書館・空間としての図書館：大学図書館の意義を再確認する」 

                     ···································· 116 
 慶應義塾大学文学部教授  根本 彰 

 

研究発表 1「大学図書館でいかにアクティブラーニングを深化させるか？」 

                     ···································· 129 
 椙山女学園大学図書館  天野 由貴 

 

研究発表 2「薬学図書館からの情報提供」 ······································ 137 
 北陸大学図書館薬学部分館  田邊 良和 

 



研究発表 3「関西大学総合図書館ラーニング・コモンズについて」 ················ 145 
 関西大学図書館  広瀬 雅子 

 

研究発表 4「英国の図書館における学習環境と利用者支援」 ······················ 152 
               長崎外国語大学 教育研究メディアセンター 

 マルチメディアライブラリー  羽田 有花 
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